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　　　令和5年3H31日

都道府県医師会長　殿

日本医師会
会長　　松本　吉郎

　（公　印　省　略）

医療事故調査・支援センター2022年年報の公表について

　医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、

医療事故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析する

ことで医療事故の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として

実施されております。

　また、センターは再発の防止に関する普及開発を行うこととされております。

　今般、「医療事故調査・支援センター2022年年報」が公表された旨、厚生労

働省医政局地域医療計画課　医療安全推進・医務指導室長より本会宛連絡があ

りましたのでお知らせいたします。

　本年報については、医療事故調査・支援センター（日本医療安全調査機構）

ホームページの下記URLからダウンロードが可能ですので、併せてご確認、ご

活用いただきますようお願い申しあげます。

　なお、本年報の抜粋版については、B5サイズで印刷のうえ、追って日本医師

会雑誌に同封し、全会員にお送りする予定であることを申し添えます。

記

・ 医療事故調査・支援センター　（医療安全調査機構）

https：〃www．medsafe．or．jp／
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医政安発0322第2号
令和5年3月22日

公益社団法人日本医師会会長　殿

厚生労働省医政局地域医療計画課

医療安全推進・医務指導室長

　　（公　印　省　略　）

医療事故調査・支援センター2022年年報の公表について

　医療行政の推進にっきましては、平素から格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、医療事

故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析することで医療事故

の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として実施されております。

　今般、「医療事故調査・支援センター2022年年報」（以下「年報」という。）が公表さ

れましたのでお知らせいたします。

　相談や医療事故報告等の現況は、別添のとおりです。貴職におかれましては、内容を

御確認の上、貴会会員に対する周知をお願いいたします。

　年報につきましては、同センターのホームページhttps：／／…．　medsafe．　or．　jp／にも

掲載されていますことを申し添えます。



別添

皿　相談・医療事故報告等の現況

本要約版は、数値版の集計結果の中から主要項目を抽出し、報告件数等にっいて2022年1月1日

～
同年12目31日までの状況を、制度開始からの推移あるいは前年比等によりまとめている。

一
部のグラフは、2015年10月～12月のデータを省略している。

なお、数値版については、日本医療安全調査機構のホームページに掲載している。
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要約版　相談の状況

1．相談件数の推移（数値版参考1－（1）一①参照）
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＊旧談手段の大半は電話であるが、それ以外に文書等が数件含まれる。
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＊相談件数を四半期ごとに表記している、

2．相談者別（「医療機関」と「遺族等」）相談件数の推移（数値版1－（1）一②参照）

（件数）
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医療機関　［350件］　　［979件］

遺族等　　　［145件］　　［59ヨ件］

［1，019件］

［765件］
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＊椙談者別（「医療機関」と「遺族等」）の相談件玖を四半期ごとに表記している．

＊「遺族等」には、生存事例における相談者やその家族が含まれる。

G　　　；

’　　　・　　・
医療機関からの相談は720件、運族等からの相談は795件であった．
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要約版　相談の状況

3．遺族等の相談内容（数値版1－（1）一④参照）
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冒三回の苅応で饗奴の相談内容がある場合は．土複計上している。
￥［その｛S：：二は．訓殴やセンターの業務に関するもの等が含まれる。

＊「遺族等」には、生存事例における椙談者やその家族が含まれるe

■二z：
　　F　　　●

”

遺族等からの相談内容の件数は864件であり、最も多かった椙談内容は「医療事故報告対象の判断」681件であった。この中には、制度開始前等の死亡

事例に関する椙談や、事故にあわれた本人等からの相談が279件含まれていたe

4．遺族等からの求めに応じて医療機関へ伝達した件数（数値版1－（1）一⑤参照）

（件数）

＊医療機関への伝迫は、厚生労働省医或局総務諜長通知〔平成28年6月24日医政総発0624第1号）「道族等からの求めに応じて、椙談の内容等を病院等の管理者に伝逗すること」に

基づく。
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t　　，　　“
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要約版　相談の状況

5．センター合議における助言内容および医療機関の判断徴値版1－（2）一④参照）
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＊2022年の「報告した」は、2023年1月末日時点までに医療事故発生の報告を受けた件数の再掲であリ、「報告していない」には、一部、検討中のものを含む。

＊「センター合議」とは、医療機関が行う「医療事故か否かの判断」に関する支援として、センターの複数名の専門家らにより合議を行い、その結果を医療機関へ助言として伝え

るものである。

θ’tX：

’　　　・　　レ．

センター合議は46件実施した。内訳は、「報告を推奨すると助言した」32件のうち、医療機関から医療事故報告されたものが22件であった。また、「複
数の考え方を伝えた」6件のうち、報告されたものは1件であった。
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要約版　医療事故発生報告の状況

6－1．医療事故発生報告件数の推移（数値版参考2－（1）一①一i参照）
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＊医療事故発生報告件数を四半期ごとに表記している。

6－2．コロナ禍における医療事故発生報告件数の推移（数値版2－（1）一①参照）
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※新型コロナ関連の情報提供：厚生労働省（人数）
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＊コロナ禍における2020年1月～2022年12月の医療事故発生報告件数を月ごとに表記している。
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要約版　医療事故発生報告の状況

7．病床規模別1施設あたりの医療事故発生報告件数（数値版2－（1）一⑤参照）
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＊「1施設あたりの報告件数」は、2016年～202ユ年は各年の1月～12月の報告件数／5年／施設数、2022年は1月～12月の報告件数／施設数として臣出し、有効数字2桁で表示している。

＊「施設数」は、2016年～2021年の平均、2022年ともに「令和3年医療施設調査」（厚生労働省）に基づき算出しているe

≡，c繊 ］1施設あたりの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「800床～899床」0．62件で、次いで多かったのが「900床以上」0．52件であった。

8．病床規模別1病床あたりの医療事故発生報告件数（数値版2－（1）一⑤参照）
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＊「1病床あたりの報告件数」は、2016年～2021年は各年の1月～12月の報告件数／6年／病床数、2022年は1月～12月の報告件款／病床数として算出し、有効数字2桁て表示している。
＊「病床数」は、2016年～2021年の平均、2022年ともに「令和3年医療施設調査」（厚生労働省）に基づき算出している。

＊「病床数」には、精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床、一般病床、一般診療所の病床を含む。

㌘o％で；
’1　・　17．

11病床あたりの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「800床～899床」0．75（×10’ヨ）件で．次いで多かったのが「900床以上」0．50（×10’3）件

1であった。
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要約版　医療事故発生報告の状況

9－1．特定機能病院の報告割合（数値版2－（1）一④参照）
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＊特定機能病院は、2022年12月ユ日に1病院が新たに承認され88病院となったが、本年報では87病院で集計している。
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要約版　医療事故発生報告の状況

10．病床規模別医療事故発生報告実績の割合（数値版参考2－（1）一⑤参照）
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2°°～299 興煕煕1■　　．　一．　　　　鰯t鍋緬．
3・・～399■■■■■■■國■　　細。。、＿、＿＿瑠氣鱗拠籟輿，…⊇駕撚＿蹴．

4・・～499■■■睡■■■■■霞塁題｝丁ローユ・・＋f＝司一
5・・～599■■■■画■■■■■■■■■■■互ユ斑』，≡二

6・・～699■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■三＝三一≡i

70・～799■■■■■■■■曜臼■■■■■■■■■■■■■露臥、・－
8・・～899■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一一＿　一．

900以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；’its

0％ 10％ 20％ ヨ0％ 40％

＊この集計は、2015年10月～2022年12月末までの実績に基づき集計したものである。
＊「施設数（総数）」は、「令和3年医療施設調査」（厚生労働省）に基づき算出している。

50％

6，190

2，956

2，786

1ρ32

674

60％ 70％ 80％ 90％ 100％

366

162

110

38

29

52

＊報告実績あり（回数）は、1つの医療機関が医療事故発生報告をした回数を示している。

11．医療事故発生報告施設における報告回数（数値版参考2－（1）一⑤参照）

5回

　6回
1．7％

［22施設］

　7回
1．0％

［13施設］

　8回
0．8％

［10施設］

2015年10月1日～2022年12月31日までの累計
　　　　　　報告実績あり施設数　1，328施設
　9回
O．S％

［6施設］

　　　　10回以上
　　　　　0．8％

　　　　［11施設］

＊この集計は、2015年ユ0月～2022年ユ2月末までの実績に基づき集計したものである。

（平均報告回数19回）
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要約版　医療事故発生報告の状況

12．1事例に関与した医療機関数（数値版2－（1）一⑥参照）

2施設　／
11．8％

［301件］

2015年10月1日～2022年12月31日までの累計

　　　　　　　　医療事故発生報告件数　2，548件

1施設

874％
［2，2・1・9件］

3施設以上
　1．1％

［28件］

要

約

版

＊この集計は、医療事故発生報告の情報に基づき、センターが分類、集計したものである。

複数の医療機関が関与していた事例は12．9％（329件）あり、そのうち、2施設が11．8％（301件）、3施設以上が1．1％（28件）であった。

13．事故報告判断における支援状況と支援先の内訳（数値版2－（1）一⑪・2－（1）一⑫参照）

2018年1月1日～2022年12月31日までの報告件数　1，691件

方

％
件］

＊この集計は、2018年ユ月～2022年12月末までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが集計したものである。，
※1）「医療事故調査等支援団体」とは、平成27年8月6日付厚生労働省告示第343号に定められた医学医術に関する学術団体、その他厚生労働大臣が定めた団体から楕成される。

2018年1月1日～2022年12月31日までに報告のあった1，691件のうち、事故報告の判断における支援を受けたのは29．0％（491件）あった。支援先として

は、支援団体が63．3％（311件）、医療事故調査・支援センターが26．5％（130件）であった。

11



要約版　医療事故発生報告の状況

14．病床規模別事故報告判断における支援状況（数値版2－（1）一⑬参照）

　　　■支援を受けた

　　　　　支援を受けなかった

0％　　　　　　10％　　　　　20％　　　　　30％ 40％

2018年1月1日～2022年12月31日までの報告件数　1、691件

50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

要

約

版

0床
［22件］

1～19床
［59件］

20～199床
［294件］

200～399床
　［480件］

400～599床
［401件］

■

鴨闇上睡国国
・も．

・・

・■●旬・

．．．．＿．．・・・・・・・…’D’’’”t”

s7．8％［170件］

69．8％［33S件］

74，8％［ヨoo件］

85，3％［371件］

31．8％［7件］

28．8％117件】

＊この隻計は、2018年1月～2022年12月末までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが集計したものである。

，　i！　it．

　　　．　　事故報告の判断における支援状況は、病床規模1～19床が最も多く71．2％（42件）であった。次いで0床が68．2％（15件）であった．

15．事故報告判断における支援先の内訳（年別）

0 20 40

　　　　　　　　　　　　（数値版2－（1）一⑫参照）

2018年1月1日～2022年12月31日までの支援を受1ナた報告件数

60 80 100 120 140

491件
（件数）

160

［71件］

煕■■■國■■コ　嚥蜷叢

煕■■誕囲■■1臨鱒懸

璽顯■■■■■魍■■■■■罐灘

医療事故調査・　その他
支援センター

　　　　　　　　　9
24［33．8％］　匝7％］

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　・・［27…％］［、、脇

　　’’’”・・・…．．．’n＝”’nn’bt・・・…b・e．．。．．．．，，

　　　　　　　三　　　　　／1t劇支援。体及び
　　　　　　　　’　　　　　　　τ＝＝π　　　　　　　　　　医療事故調査，支提センター

　　　　　　　　’’’’’’’”°’’”・・・・……・…．．．：．一一一・一＝：：r：r＝＝一，＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸懸〕

＊この集計は、2018年1月～2022年12月末までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが集計したものである。
＊この集計は、　「13．事故報告判断における支援紺状況と支援先の内訳」に記載した「支援を受けた」の支援先の内訳（年別）である。
※1）「医療事故調査等支援団体」とは、平成27年8月6日付厚生労働省告示第343号に定められた医学医術に関する学術団体、その他厚生労働大臣が定めた団体から構成される。

，’ 瑳「事故報告判断・おけ・支］魏・、支援団体が38i・÷・　（・3．…）・あ・た．
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要約版　医療事故発生報告の状況

16．都道府県別医療事故発生報告件数（数値版2－（1）一⑦参照）
＼

（件数）

350

300

250

200

北海道　　　東北

プロツク　ブロック

150
　　　136

100

50

0

4954

関東信越
ブロック

iiil輌i■li

326

57

東海北陸
プロツク

68

171

65

1i

A

近畿

プロツク

124

2015年10月1日～2022年12月31日までの累計

　　　　　　医療事故発生報告件数　2，548件

中国四国
ブロック

　　　　　　　　　　　’

　　　　　47　34；竃

詰輌2i比詑！

九州

ブロック

49
　　41　41

・・懸
36

∫

．19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

耀灘崔警讃㌶竃i誓輝藁㌶灘鷲籠鞭灘自鷲蓬肩簗竃査騨

要

約

版

團1都・・・・・・・…J・みた・・…台か・・医蹴発…件・が・・多・・た…東京…326・＃．・・・…県・・7・件…たe

17．都道府県別人口100万人あたりの医療事故発生報告件数［1年換算］（数値版参考2－（1）一⑦参照）

（件数）

6．0

5．3

5．1

5．0

4．0

3．0

2．0

1．0

0．0

　　　締繍㌶轟繍ξ鷲騨蕪騨繍璽1難糠
ホ「人口100万人あたりの報告件数」とは、医療事故発生報告件数／7、25／人口（「令和3年人口推計」総務省統計局）×100万として算出している（1年換算）．

全体

z8件／年

人口100万人あたりの医療事故発生報告件数（制度開始からの累計）を1年換算した件数は全体でZ8件／年であった。最も多かったのは「宮崎県」の5．3

件、「三重県」の5．1件、「京都府」4．7件であった。
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要約版　院内調査結果報告の状況

18．院内調査結果報告件数の推移（数値版参考3－（1）一①参照）

要

約

版

（件数）

120

100

80

60

40

20

　0

119

104 104
一．

95 96 98

一 89 91
88 90

95

86 ．・・84
一 83 81

69 71 74

65
62 66 65 67

59
64 65

42 4ヨ

7■

■
！10月一已月～

Ω月i3月］　　　　1 告 7号ご1鵠1号ご
智 7ξ斤1蘂1㌃ 告

・萱贈日富111盲

1 智 7号斤1瞬1ξ倉 4雷 7雷
・号ξ盲1・号斤

4㌃ ・ξ盲1監1・㌃ 4雷 フ㌃ 喩1
1

睡 囲
1

⑯ 囲 囲 囲 囲 露r7件〕 ［219件］ ［321件］ ［361件］ ［364件］ ［355件］ ［ヨ11件］ ［284件］

＊院内調査結果報告件数を四半期ごとに表記している．

，、’

捲 院内調査結果報告は、284件であり、60～80件台／四半期で推移していた。

19．医療事故発生報告件数および院内調査結果報告件数累計の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数値版参考2－（1）一①一i・参考3－（1）一①参照）

　（件数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．548
2，600

　　　　　
　　　　　
・’…　　

2，…　
　　　　　2’000　

・・…　
1，600　　　　　

　　　　　　　　　　
1’400　　　　　　

　　　　　
　　　　　1，200

1，000

800

600

400

200

　　0

　

　
　

　　

　

国9口⑬　　　　　　　　　輌　　　掴　　　国囲　　囲　　　囲　　曜

9†： 這　1医療事故発生報告件数の累計と院内調査結果報告件数の累計は、ほぼ比例しながら推移しているe
t
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要約版　院内調査結果報告の状況

20－1．起因した医療（疑いを含む）の分類別院内調査結果報告件数（数値版3－（2）一①参照）
、

《件数）
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　　　含
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4．06
　　　　0．50
　　■

　麻　　放
　酔　　射
　　　　　線
　　　　　治
　　　　　療

　　2016年～2021年の平均値［321．8件］

■2022年［284件］

7．811

■・

劇
警ミ、

從
　用　！

」

6．8　8　7、0

■

房
養

　79・OE

■　　■
転　　誤
倒　　嚥

転
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その他

19，2

2．82　　3
　　エ　　　　　ロロロロ

拘患1左！
鷲1；劇

鞠㌔
制411　1
司l　l

約

版

1＊「起因した医療（疑いを含む）の分類」は、厚生労働省医政局長通知（平成27年5月8日医政発0508第1号）の別添「医療に起因する（疑いを含む）死亡又は死産の考え方」に基づき、2015年

　～2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計したものであるが、2018年1月以降は医療機関から報告された院内調査結果報告の内容に基づき集計している。

　＊「左記以外」には、院内感染、突然の心肺停止状態での発見等が合まれ、分類困難だったものである。
1

●　　エ

”　　　・
起因した医療（疑いを含む）別に分類した院内調査結果報告件数は、「手術（分娩を含む）」が最も多く141件であり、次いで多かったのは「処置」28件であったe

’、
．ノ’

20－－2．病床規模別「起因した医療（疑いを含む）の分類」の割合（数値版3－（2）一③参照）

診察 検査等 その他
弓　左記以外⑰

　　　　①徴候、症状一 ②検体検査
③生体検査
④診断穿刺・検体採取
⑤画像検査

㈲■■⑤手組分娩を含む）‘　　　　　⑦処置

ミ．鋼；⑧擦注射（紬を含む）

　　　　⑬療養■　　　　⑭転倒・転落　　　　⑮誤嚥　　　　⑯思者の隔離・

　　　　　身体的拘束／身体抑制

⑨麻酔頓医曳徴届の使用1　　　　　⑪IJハピリテーシヨン　　　　　⑫放射線治療

0床
［30件］

1～19床
［87件］

20～199床
［382件］

200～ヨ99床
　［639件］

400～599床
　［505件］

600床以上
［579件］

O％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％
i”呑蚤昇筑

100％

＊「起因した医療（疑いを含む）の分類」は、厚生労働省医政局長通知（平成27年5月8日医政発0508第1号）の別添「医療に起因する（疑いを含む）死亡又は死産の考え方」に基づ言、

　2015年～2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計したものであるが、2018年1月以降は医療機関から報告された院内調査結果報告の内容に基づき集計している．

病床規模別の起因した医療の分類は、無床では「投薬・注射（輪血を含む）」が26．7％の割合を占めるが、有床ではいずれも「手術（分娩を含む）」が約半数近

い割合を占め、特に1～19床では、72．4％を「手術（分娩を含む）」が占めた。

、
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要約版　院内調査結果報告の状況

21－1．「手術（分娩を含む）」の内訳（数値版3－（2）一②参照）
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版

（件数）
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iiv切
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　　術
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＊この集計は、「20－1起因した医療（疑いを合む）の分類別院内調査結果報告件教」に記載した「治療」のうち、「手術（分娩を含む）」の内訳である．

＊手術は、「平成26年思者調査」（厚圭労働省）の「病院退院票」における手術名に麸つく分類である。

＊「その他」には、気菅切問術、CVボート留置術、甲状腺全肩術、頭動脈内膜剥離術等が含まれる。

●　　　：

’　　t　1°
「手術（分娩を合む）」の内訳でL院内調査結果報告件数が最も多かったのは「経皮的血管内手術」と「開腹手術」の22件であった。

21－2．病床規模別「手術（分娩を含む）」の内訳の割合（数値版3－（2）一④参照）
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＊この集計は、「20－1．起因した医療（疑いを含む）の分頭別院内調査結果報告件数」に記載した「治療」のうち、「手術（分娩を含む）」の内訳である。

＊手術は、「平成26年患者調査」（厚生労働省）の「病院退院票」における手術名に基づく分類である。

．11　　　§
t

「手術（分娩を合む）」の内訳で、院内調査結果報告件数が最も多かったのは、1～19床では「分娩（帝王切開術を含む）」905％、20一ユ99床では「筋骨格系手術（四肢

体幹）」2L2％、200～399床では「開腹手術」18、8％、400－’599床では「腹腔fFt下手術」1＆1％、600床以上では「経皮的血管内手術」18．9％てあった。
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要約版　院内鯛査結果報告の状況

22．患者死亡から医療事故発生報告および院内調査結果報告までの期間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数値版参考3－（1）一⑦一i，ii参照）

eeet死亡から院内調査結果
　　　　報告までの期間（中央値）

（日数）

400

350

300

250

200

150

100

50

芦 、．．瞬

　　　　　　　　　　　　　　

・・

・〆

2

　　ew死亡から医療事故発生
　　　　　　≡a昔までの期間（中央値）：

387

　　　　　340339339
．　31Sl　l

69

一護蹴結顯告、醐

一｜中央値

360

1平均値 4615

最　短 34

i最長 2，007

医療事故発生報告から
院内調査結果報告〔日数）

　●死亡から

　　蜘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊1か月を30日として集計している。

要

約

版

●　　：

t　　，　　・

死亡から医療事故の判断に要した日数の中R値は35日、医療事故発生報告から院内調査結果報告までに要した日数（院内調査♪の中央値は275日であった。

また、死亡から院円調査結果報告までに要した日数の甲央値は360日であった。

23． 院内調査結果報告までに要した期間とその理由（数値版参考3－（1）一⑥参照）

（重複計上）

＊2022年1月～12月末時点において、院内調査結果報告284件のうち、医療事故発生報告から院内調査結果報告までに1年6か月以上要した57件について集計している。

＊この集計は、医療機関への照会に基づきセンターが集計したものである。

●　’　　院内調査結果報告までに時間を要した理由は「報告書の作成に時間を要している」が34件で最も多かった。次いで「委員会開催の日程調整に時間を要

’，’i　・　　している」が25件、「コロナ対応のため時間を要している」が24件であった。
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要約版　院内調査結果報告の状況

24－1．

國［284件］

繍

爾

0

解剖の実施状況（数値版3－（3）一①参照）

50 100

　　｝　●：

　　35

　［364件］

　　．　：：

　ヨ6

　　‘　　言

　21牛

t’繊　解剖・実施微は・院内離茅課報告があ・た284f牛・うち94イ牛であ・た．

24－2．解剖実施ありの内訳（数値版3－（3）一①参照）

　　　　　0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60

150　　　　　　　200　　　　　　　250

奉し鱒師2鰯

　　　　　　1．K

　　　生96帆。噛］

　　　　　　　暮8［6阜4蜘

　　　　　　　　　224［615％］

　　　　　　　　　lWl　匡op．　．1％1

　　　　　螂E斑碗］

　　　　　　　　　　　　　　　（件数）

　300　　　　　　　350　　　　　　　400

不明
2［0．7％］

　　屑・・…％・

　　　’’’”t’’’’’”t．t、，

　　　　　　　　；・・…％・

　　　　　　　　　　1・…％・

解剖実施あり

囲［94件］

、！。：■■■■■睡■■■■■コ　　　1

、1・・■■■■■■國國■■■■■噛

、難■■■■■■■國■■■■■■コ

1、■■■■■■■国INN■■■■■■自

鴨　　　　　　　　…19・・匿

＊「死因身元調査解剖」とは、2013年4月1日施行「警察等が取リ扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律」に基づく解剖であるLt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件数）
70　　　　80　　　　90　　　　100　　　110　　　120　　　130　　　140　　　ユ50

　　　　　　　　　　行政解剖1［1．ユ％］

　　司法解剖
　　23［24．5％］　　　．

　　　　　　　　　＼死因身元調査解剖

　　　　　　　　v．　　　1［1．1％］

　　　㌔・一一．　　　　　百t－

　　　　　　　　　23［20．9％］　　　　　2［1．8％］

一■t－‘一一■一一…t．　　　　””V”｛1”“＿，ttiltlitli“－ttld＿－t－tt－1

　　　　　　　　　　　　　　　29［22・・％］1・［…％］

　　　　　　　　　　　　し三：遇％］＼鷹竺％・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・3・・6・・％・｜・・…％・

　　　　　　　　　　　　　　　㌫竺睡・

　　　1．4％］

　　3［4．1％］

t3

●

懇　酬実施あり94件の噺ま、薙瀦］が69件で、司法nc：i」は23件、行政Ptai」は1件、死因身元調査網」は・件であ。た．
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要約版　院内調査結果報告の状況

25．死亡時画像診断（Ai）の実施状況（数値版3－（3）一②参照）

顯

0 50 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ

、ue■■■国函■R．，1．．．
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－ ■■麺■■
ユ19件

＊「実施あリ」は、医療機関が死亡直前に撮影したCTをNと判断したものも含んでいる．
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　150　　．200　　　250

　　　　　注旗㌧
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　　　L
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　300　　　　　350

不明8［2。8％］

、

竃
㌣㌔

纐・・醐
一‘“ξパぷ・こ，、．
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・一． ㌔。ぽぷ
1．一．，』；［…％］

（件数）

400

貝…2・・％・

　　1・［・・％］

1・［・・％］

26．解剖とAiの実施状況の内訳（数値版3－（3）一③参照）

ノ

0

［284件］
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一

芋ロー三こ謡一
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∋
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⑨

三コ．，M：
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　　　　　　　　　‘．・
42　3Xl％　　：3225．2　　：　　　53　41．

油1…職礪3w

z

＊解剖およびAiの実施状況が不明なものは、「実施なし」として集計している。

　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　
、

（件数）

400　i
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　　　　　　　　　　i
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要約版　院内調査結果報告の状況

27．病床規模別病理解剖およびAiの実施件数（数値版参考3－（3）一①・参考3－（3）一②参照）

要

約

版

病理解剖

（件数）

140

120

100

80

60

40

20

0　　8

　　　　40

　　1523

　　⊥匡量

㌻芦台

27

卿報告施設477件（74．2％）

　他施設　　166件（25．8％）

15

2　　2

開

2

藩羅笛㌢㌢鶯㌢
（病床数）

＊病理解剖か実施されたものについて集計している。

Ai

〔件数）

ユ40

120

100

80

60

40

20

0　　4

∂

　　　N

2ヨ　11

⊥画

■報告施設　703件（89．9％）

　他施設　　79件（10．1％）

11　3

1

胴

鴇㌶菅㌻蠕麓蹄
　　　　　　　　（病床数）

＊Aiが実施されたものについて集計している。

病理解剖の実施は643件で、最も多かったのは「400～499床」の
115件であった。199床以下の施設では、他施設での解剖実施が
多かった。

1”
1．　Alの実施は782件で、最も多かったのは「300～399床」の124件

A　　　　　であった。全体の89．9％が報告施設で実施していた。

28．起因した医療（疑いを含む）の分類別解剖実施の割合（数値版3－（3）④参照）

■病理解剖

0％ 10％

司法解剖 ■行政解剖 死因身元調査解剖 実施なしコ不明

20％　　　　　30％　　　　　40％　　　　　50％　　　　　60％　　　　　70％　　　　　80％　　　　　90％　　　　100％

診
徴候、症状

検

査
等

　　　　検体検査

　　　　生体検査

診断穿刺・検体採取

　　　　画像検査

　　　　　…％・・8倖・撒］

一竪1こ『－■■■一■■■踊

　　　　　投薬注射
　　　　（輸血を含む）

　リハビリテ　ション

　　　　　　　処置

治　　　　　　　　手術
療　　　（分娩を含む）

　　　　　　　麻酔

　　　　放射線治療

　　　医療機器の使用

16．7％　［1件］

鞘　　　　　．　　　・・．∴．’

　．．三．、．．‘・．．・一一ρ＝1ぐ≡匙竺三矩茎
　　　　　　

．一’ ．． 一＝＝・二1，、：，『，ご’ ご、，．一＝tSp＝i三±＿　・

二　、．⊃ご三㌧1了1：’〇三∵・li　．1．．，，1；．

一遜麟■≡蘂　　’

三1・㌃二：ズ：㌻ジニ　　　　　．．　一恥覇

：Tll二　　　，一．ξ詮三ピ麹　　呼含二∴

　　　　　　ぷヘ　　　コ　ずリ　マら　　　　　　べざ　　ニてひダぶロ
　”：・　　＿i　　：・＼玉．　　ピ桓答・・舷‘

　　　

＋t

、　♂vt－．’・・　　　　　　　 　　　　　　　

＿i

　　　　　　　　　　　　　　　　　齪覇

そ

の

他

　　　　療養

　　転倒・転落

　　　　誤嚥

隔離・身体拘束

　傷体抑制
上記以外川

⑳1・：！；三み．＝三竺、≡≒＝・4ε覇

　　　　　　　．、2ご・、　ご己

欄

■囲重■■15．5％［9件］　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿一．置：

■踊　　　26．5％［13件］　　　　i　　　　　　　　　　　－⇔一へ．．”v、＿一，，LL＿＿＿一＝一二＿＝一一＝．，．＿」，■‘烙

■描　18．4％［9件］　r－∈手．手言飛｝と写う・年畳ご球　　　　　　　　　　．・二≡智理置烙

9・・％［・件竃、。，｝i　”i．ニー㌧”／t’∵1－・混で≡三“一　　　　　　　▼＾’、　・e｛as

　　　　　　　　　　　　42．1％［8件］　　　　　　　　一鵠蔚f”一’FJ’f，，iitil・’．・1：．’▼∵’　　∵■■■δ覇

　　　　　　　　　　　　　磯L、蜘件］一二　　元二三　＾一一一．　・』罐
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要約版　院内調査結果報告の状況

29．院内調査委員会に

　　　　　　0％　　　　　　10％　　　　　　20％

［284件］

　1　　儒

　311

撒
、‖鞭

　341：吉

蓼、§

おける外部委員の参加状況（数値版3－（4）一④参照）

30％ 40％　　　50％ 60％　　　　　70％　　　　　80％ 90％ 100％

し

　1、議
　t緒ゴ

i・・！S1灘茸・

磯・㌍
丁蒜

　　　　　　

＊委員会の設置がなかったものを除いて集計している。

　▼’／◆°

2i

一露～＝滅1，w《

　　　　　　　　t碧一
ur，VJ’－XTm　、；パ、

院内調査委員会の開催があった284件のうち、外部委員の参加があったのは90，1％（256件）であった。そのうち参加人数は「2人」が32．8％と最も高く、

次いで「3人」が20．7％であった。

30．再発防止策の記載状況（数値版3－（5）一①参照）
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要約版　院内調査結果報告の状況
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31．院内調査結果報告書のページ数（数値版3－（7）一①参照）
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＊院内調査結果報告書の表紙、目次、添付資料などを除いたページ数をセンターが集計したものである。
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要約版　センター調査の状況

32．センター調査対象件数と依頼者の内訳（数値版4－（1）一①②参照）

1三センター調査対象件数

　　　　　　　　院内調査結果報告件数（累計）21222件

センター調査対象件数

　　　　9．1％

　　　［203件］
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　センター調査依頼なし　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　90．9％　　　　　　ノ

　　　　［2，019件］　　　／

　　　　　　　　　　　／
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，一　11依頼者の内訳

0 5

　　　　　　〆

唖吻【33件〕　　　　’…．．

［27f牛］　　　　　　　　・令

［33件］

㊥［・・｝・％］

［23件］

唖　7［・7．9％］
［39件］

［19件］

10 15 20 25 30

㊥・［・s，・％］口■■■罐画醒■■■■■

㊥4［nnsc）一■■■■■固囲■■■■■■■

35

（件数）

40

　　　　　　　一一一‘e‘”■■■■■■■■■■■■■

圃・・・…％・■■■■■

要

約

版

＊2015年10月～12月はセンター調査の依頼は0件であった。
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匿：亙］・日医発第2432号（法安）　　　令和5年3H31日都道府県医師会長　殿日本医師会会長　　松本　吉郎　（公　印　省　略）医療事故調査・支援センター2022年年報の公表について　医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、医療事故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析することで医療事故の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として実施されております。　また、センターは再発の防止に関する普及開発を行うこととされております。　今般、「医療事故調査・支援センター2022年年報」が公表された旨、厚生労働省医政局地域医療計画課　医療安全推進・医務指導室長より本会宛連絡がありましたのでお知らせいたします。　本年報については、医療事故調査・支援センター（日本医療安全調査機構）ホームページの下記URLからダウンロードが可能ですので、併せてご確認、ご活用いただきますようお願い申しあげます。　なお、本年報の抜粋版については、B5サイズで印刷のうえ、追って日本医師会雑誌に同封し、全会員にお送りする予定であることを申し添えます。記・医療事故調査・支援センター　（医療安全調査機構）https：〃www．medsafe．or．jp／以上（’tU°−c　t）va93，2、管坊乞言・医政安発0322第2号令和5年3月22日公益社団法人日本医師会会長　殿厚生労働省医政局地域医療計画課医療安全推進・医務指導室長　　（公　印　省　略　）医療事故調査・支援センター2022年年報の公表について　医療行政の推進にっきましては、平素から格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げます。　医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、医療事故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析することで医療事故の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として実施されております。　今般、「医療事故調査・支援センター2022年年報」（以下「年報」という。）が公表されましたのでお知らせいたします。　相談や医療事故報告等の現況は、別添のとおりです。貴職におかれましては、内容を御確認の上、貴会会員に対する周知をお願いいたします。　年報につきましては、同センターのホームページhttps：／／…．　medsafe．　or．　jp／にも掲載されていますことを申し添えます。別添皿　相談・医療事故報告等の現況本要約版は、数値版の集計結果の中から主要項目を抽出し、報告件数等にっいて2022年1月1日〜同年12目31日までの状況を、制度開始からの推移あるいは前年比等によりまとめている。一部のグラフは、2015年10月〜12月のデータを省略している。なお、数値版については、日本医療安全調査機構のホームページに掲載している。3要約版　相談の状況1．相談件数の推移（数値版参考1−（1）一�@参照）要約版（件数）6005004003002001000597il！III！IID繊1　　・1，9335254475245014954一1482553480298456481雷72宕噺1；盲4ξ盲7号摺穿悌4ξ庁7号盲噺星臨7雷当噺雷7号ぼ’°fili●1・1，989●・言2，054●●’1．6101●　　・1，685［工，612件］＊旧談手段の大半は電話であるが、それ以外に文書等が数件含まれる。　●　　　：‘　　’　　1∨＊相談件数を四半期ごとに表記している、2．相談者別（「医療機関」と「遺族等」）相談件数の推移（数値版1−（1）一�A参照）（件数）400350300250200150100　　．医療機関●一遺族等2500璽パ盲昔7ξ盲‘盾1雷4号亘7賠P門育雷7ξ認！門講穿7劉日門三4貯’号ご’望盲11庁4ξ三7号倉・号rr　11鵠庁7号閉�e　　　　輌囲医療機関　［350件］　　［979件］遺族等　　　［145件］　　［59ヨ件］［1，019件］［765件］［891件］［976件］［854件］［1，0651牛］［728件］［803件］［725件］［869件］［7ZO件］［795件］＊椙談者別（「医療機関」と「遺族等」）の相談件玖を四半期ごとに表記している．＊「遺族等」には、生存事例における相談者やその家族が含まれる。G　　　；’　　　・　　・医療機関からの相談は720件、運族等からの相談は795件であった．4要約版　相談の状況3．遺族等の相談内容（数値版1−（1）一�C参照）囲［864件］l　　T9770100200300400500600700800900院内調査に関することその他1011，000センター調査に関すること1再発防止，1，・・∈璽璽璽1璽星一墾星雪璽璽弓饗281’4s’’’”・……・・…．．．．．．．．、1473∈星璽竪璽璽≡璽≡一星竪璽星≡1’9iN（件数／重複計上）1，100　　　1，200　1．：〔Ti，　9i［一，。，1・∈星璽璽■一・…2・117130‘　　；814●　‘：650■聖星一己璽・・9・’剣闇薗　　194　　　　　　2要約版冒三回の苅応で饗奴の相談内容がある場合は．土複計上している。￥［その｛S：：二は．訓殴やセンターの業務に関するもの等が含まれる。＊「遺族等」には、生存事例における椙談者やその家族が含まれるe■二z：　　F　　　●”遺族等からの相談内容の件数は864件であり、最も多かった椙談内容は「医療事故報告対象の判断」681件であった。この中には、制度開始前等の死亡事例に関する椙談や、事故にあわれた本人等からの相談が279件含まれていたe4．遺族等からの求めに応じて医療機関へ伝達した件数（数値版1−（1）一�D参照）（件数）＊医療機関への伝迫は、厚生労働省医或局総務諜長通知〔平成28年6月24日医政総発0624第1号）「道族等からの求めに応じて、椙談の内容等を病院等の管理者に伝逗すること」に基づく。●　　　；t　　，　　“5要約版　相談の状況5．センター合議における助言内容および医療機関の判断徴値版1−（2）一�C参照）010203040506070（件数）80”　　：［46｛］癬t●三「医蜜事故」としての報告対象とは考えにくいと助言した8　［17．4％］要約版　　　　　≡5Ci】L4pal　5［1］L．4％］　●OPtIハ　　5　　・eiL）．’’”4・・・…：：1：；’’’’’”・・・・・・・・・・…．．．．．＿．．　　　ll〔18頃刷　　　　　　　14［2ヨ396］4（託鵠X7（63．696）、　　　　　14報告していない　　　　8　　　　　三　　　　　i　　　　ご1・：60；　6．、‘°：612362．296．●　．，1‘：；5s5．癬‘　°．　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎◎’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆，　　　　　　　　　　　叫laosu14（37・8gs　　．SSes，ssc，三6（輪脚．．．　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　14［・2s，s96］°　　9　24・396　　　　　　6（42・996）　1　　8（57．1％）　　　　　　　　　�`1；：662s　875％」：　’1．．．．・’・書’”・“凶齢5（25・09旬1　　12（50、096）ZO［300．ヨリ61　　　15（75．096）　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　�`　　　　1ヨ［213％］　　　　　　13　　・・．，　　　．．．．．・’・・’”‘’　　　4［73％］　　　　　4　　　「’’”・・…：：�g：：：：：：：：：…24［32．o％］　　　　　12．（59．0％）　　　　．．．．．．．・・i：・」・”i’’’’”　　　　　　　　14［21．296］　　　　　　　　　14’’’’’’”・・・……．．．．．．＝　　13［17．3％］　　　　13　　．．．．．．・・・・…’’’’’”＊2022年の「報告した」は、2023年1月末日時点までに医療事故発生の報告を受けた件数の再掲であリ、「報告していない」には、一部、検討中のものを含む。＊「センター合議」とは、医療機関が行う「医療事故か否かの判断」に関する支援として、センターの複数名の専門家らにより合議を行い、その結果を医療機関へ助言として伝えるものである。θ’tX：’　　　・　　レ．センター合議は46件実施した。内訳は、「報告を推奨すると助言した」32件のうち、医療機関から医療事故報告されたものが22件であった。また、「複数の考え方を伝えた」6件のうち、報告されたものは1件であった。6要約版　医療事故発生報告の状況6−1．医療事故発生報告件数の推移（数値版参考2−（1）一�@一i参照）（件数）120100806040200112［406件］鰯●　　：［37件107132件］［317件］t［ヨ0牛］97［37ヨ件］SOA：・inAi　　　　　　　　l要約版＊医療事故発生報告件数を四半期ごとに表記している。6−2．コロナ禍における医療事故発生報告件数の推移（数値版2−（1）一�@参照）！（件数）60一＿”一’’’’”一一’一”‘’’’’”一一E極］［亘］巳亟ココロナ感染者数推移（1日ごと）2020年1月16日〜2022年12月31日※新型コロナ関連の情報提供：厚生労働省（人数）050403020100巨亟］［亟］緊急事態宣言の実逝瀕間（期間延長含む）�@2020年4月7日〜2020年5月25日�A2021年1月8日〜2021年3月21日�B2021年4月25日〜2021年9月30日　　　40　　　　　　　　　　　　［324件］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［317件］＊コロナ禍における2020年1月〜2022年12月の医療事故発生報告件数を月ごとに表記している。掴［300件］500001000001500002000002500003000007要約版　医療事故発生報告の状況7．病床規模別1施設あたりの医療事故発生報告件数（数値版2−（1）一�D参照）（件数）0．8要約版0，70．60．50．40．30．20，10．04−2022年　　　　　　　［0．0017件／年］　　　　2016年〜2021年平均　［0，002Q件／年］8：8888iEl・膿8：88118i811．．−6二・　e−一一一�A一一・・〇…b　3　　99　　♂0．29046　　　　　　　　　　　　　　　α21／e−一竺6；：gsl：；；�d写一S，／°23　　　之t・f●−　　0，11−◎’’”rJノ’／t／　0．51062　　　0，62眼／　�_、、〆　　　　＼　　　　　●　　　　　052（病床数）＊「1施設あたりの報告件数」は、2016年〜202ユ年は各年の1月〜12月の報告件数／5年／施設数、2022年は1月〜12月の報告件数／施設数として臣出し、有効数字2桁で表示している。＊「施設数」は、2016年〜2021年の平均、2022年ともに「令和3年医療施設調査」（厚生労働省）に基づき算出しているe≡，c繊］1施設あたりの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「800床〜899床」0．62件で、次いで多かったのが「900床以上」0．52件であった。8．病床規模別1病床あたりの医療事故発生報告件数（数値版2−（1）一�D参照）（件数）0．8×．10−30．70．60．50．40．30．20．10．0一←2022年　　　　　　　［o．19（×10−3）件／年］　　　　2016年〜2021年平均　［0．23（×10−3）件／年］u．2／0．30039　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　侮．「『．”’匂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，θ’　0．29°ユ7　　　　　　　°・17　意之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，25　　　　　　　　　　0，12　　　　　　　ジ／●．°・°8�d●一σ〆°’21　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　0，130，11　　　　　　　　　0，11、●’幽’P．066ξξ0．45ノ●・0，35063・碧0．36075　　　　、．　　　，　0．610，60●050　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　？5　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　！N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（病床数）＊「1病床あたりの報告件数」は、2016年〜2021年は各年の1月〜12月の報告件数／6年／病床数、2022年は1月〜12月の報告件款／病床数として算出し、有効数字2桁て表示している。＊「病床数」は、2016年〜2021年の平均、2022年ともに「令和3年医療施設調査」（厚生労働省）に基づき算出している。＊「病床数」には、精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床、一般病床、一般診療所の病床を含む。�co％で；’1　・　17．11病床あたりの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「800床〜899床」0．75（×10’ヨ）件で．次いで多かったのが「900床以上」0．50（×10’3）件1であった。8要約版　医療事故発生報告の状況9−1．特定機能病院の報告割合（数値版2−（1）一�C参照）‘・離・．［300件］0％10％20％　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　i、！，li、一�N［377件］顯30％40％．　　　　司　　　　　　　L50％60％特定機能病院以外82．o％［246件］　1　；：406　　　　　　　　　　　　　　　　−＊特定機能病院は．s　2022年12月1日にユ病院が新たに承認され88病院となったが、本左報では87病院で集計している。碧鶴70％80％　　　eo．a％　　［255件］　　s4A％【2η件］　　Stl．z％　・E314件ユ　St．8艶【”1件］．、一曝←聖dTこ、t二こ、上一　87．9％．［ヨ57件］90％100％要約版9−2．特定機能病院における報告回数（数値版参考2−（1）一�C一i参照）　　　　　　　　　　　　　16回以上　　　　　　　　　　　　　　2．3％　　　　　　　　　　　　　［2病院］　　　　13回〜15回一一　　　　〜、一・一一＿　　　　　　　　　　　　　へ　　へし　　　　　1．1％　　　　　　　プ一　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　［1病院］　　　　．／�n　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　．／／10回〜12回，．≡／　　4．6％　　　　　　　　　　　　　　　　7回〜9回［4病院］　　　　　　　　12．6％　　　　　　　　　　　　　　　［11病院］　’川”．・’，1　　，：：．1：吉’ゴ・　　　、コ：　，＿．報告なし　　　　　　　2015年10月1日〜2022年12月31日までの累計4．6％　　　　　　　　　　　　　　　　　特定機能病院数　87病院［4病院］　　　　　　　　　　　（平均報告回数　4．4回）　　　　b“、　　　　’　　�`　　　’：　　　−’・’　　　、　　　　　　　�`、　　　　　　　　　　ミ．．　　t　　　　　　　　s．　　．’・　　　　　　　　　　　　　　　　　りf　　　　’三，　　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　」｛、　　Y‘　　’●　　�d＊特定機能病院は、2022年12月ユ日に1病院が新たに承認され88病院となったが、本年報では87病院で集計している。　　1≡≡漫　　　　’z　　　9要約版　医療事故発生報告の状況10．病床規模別医療事故発生報告実績の割合（数値版参考2−（1）一�D参照）2015年10月1日〜2022年12月31日までの累計　　　　　　　施設数（総数）180．396施設　　　　　：蕪黍馴慧回）｝・・％［1．328施設・轡曄〔端ユ　　　　　、1〜19�l．・20〜99報告実績なし99．3％［179，068施設］獅．騨麺止忘1−「““・　’　　，互「1函三≡　　申〜；P〒一評i．（施設数）166，001要約版100〜199　　・　　　蝋讐ノ鶏弓紺臓一硬．こ’蜘∫「’‘’ti　ご‘L＼．�h埠�t．ごぷ泌廊二頭薗醐‘　　　　　　15　k8勇ぼ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一”　　　　　　　・　　　　・　　　　　’　　　　　　　　−2°°〜299興煕煕1■　　．　一．　　　　鰯t鍋緬．3・・〜399■■■■■■■國■　　細。。、＿、＿＿瑠氣鱗拠籟輿，…⊇駕撚＿蹴．4・・〜499■■■睡■■■■■霞塁題｝丁ローユ・・＋f＝司一5・・〜599■■■■画■■■■■■■■■■■互ユ斑』，≡二6・・〜699■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■三＝三一≡i70・〜799■■■■■■■■曜臼■■■■■■■■■■■■■露臥、・−8・・〜899■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■一一＿　一．900以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；’its0％10％20％ヨ0％40％＊この集計は、2015年10月〜2022年12月末までの実績に基づき集計したものである。＊「施設数（総数）」は、「令和3年医療施設調査」（厚生労働省）に基づき算出している。50％6，1902，9562，7861ρ3267460％70％80％90％100％366162110382952＊報告実績あり（回数）は、1つの医療機関が医療事故発生報告をした回数を示している。11．医療事故発生報告施設における報告回数（数値版参考2−（1）一�D参照）5回　6回1．7％［22施設］　7回1．0％［13施設］　8回0．8％［10施設］2015年10月1日〜2022年12月31日までの累計　　　　　　報告実績あり施設数　1，328施設　9回O．S％［6施設］　　　　10回以上　　　　　0．8％　　　　［11施設］＊この集計は、2015年ユ0月〜2022年ユ2月末までの実績に基づき集計したものである。（平均報告回数19回）10要約版　医療事故発生報告の状況12．1事例に関与した医療機関数（数値版2−（1）一�E参照）2施設　／11．8％［301件］2015年10月1日〜2022年12月31日までの累計　　　　　　　　医療事故発生報告件数　2，548件1施設874％［2，2・1・9件］3施設以上　1．1％［28件］要約版＊この集計は、医療事故発生報告の情報に基づき、センターが分類、集計したものである。複数の医療機関が関与していた事例は12．9％（329件）あり、そのうち、2施設が11．8％（301件）、3施設以上が1．1％（28件）であった。13．事故報告判断における支援状況と支援先の内訳（数値版2−（1）一�J・2−（1）一�K参照）2018年1月1日〜2022年12月31日までの報告件数　1，691件方％件］＊この集計は、2018年ユ月〜2022年12月末までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが集計したものである。，※1）「医療事故調査等支援団体」とは、平成27年8月6日付厚生労働省告示第343号に定められた医学医術に関する学術団体、その他厚生労働大臣が定めた団体から楕成される。2018年1月1日〜2022年12月31日までに報告のあった1，691件のうち、事故報告の判断における支援を受けたのは29．0％（491件）あった。支援先としては、支援団体が63．3％（311件）、医療事故調査・支援センターが26．5％（130件）であった。11要約版　医療事故発生報告の状況14．病床規模別事故報告判断における支援状況（数値版2−（1）一�L参照）　　　■支援を受けた　　　　　支援を受けなかった0％　　　　　　10％　　　　　20％　　　　　30％40％2018年1月1日〜2022年12月31日までの報告件数　1、691件50％60％70％80％90％100％要約版0床［22件］1〜19床［59件］20〜199床［294件］200〜399床　［480件］400〜599床［401件］■鴨闇上睡国国・も．・・・■●旬・．．．．＿．．・・・・・・・…’D’’’”t”s7．8％［170件］69．8％［33S件］74，8％［ヨoo件］85，3％［371件］31．8％［7件］28．8％117件】＊この隻計は、2018年1月〜2022年12月末までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが集計したものである。，　i！　it．　　　．　　事故報告の判断における支援状況は、病床規模1〜19床が最も多く71．2％（42件）であった。次いで0床が68．2％（15件）であった．15．事故報告判断における支援先の内訳（年別）02040　　　　　　　　　　　　（数値版2−（1）一�K参照）2018年1月1日〜2022年12月31日までの支援を受1ナた報告件数6080100120140491件（件数）160［71件］煕■■■國■■コ　嚥蜷叢煕■■誕囲■■1臨鱒懸璽顯■■■■■魍■■■■■罐灘医療事故調査・　その他支援センター　　　　　　　　　924［33．8％］　匝7％］●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・・［27…％］［、、脇　　’’’”・・・…．．．’n＝”’nn’bt・・・…b・e．．。．．．．，，　　　　　　　三　　　　　／1t劇支援。体及び　　　　　　　　’　　　　　　　τ＝＝π　　　　　　　　　　医療事故調査，支提センター　　　　　　　　’’’’’’’”°’’”・・・・……・…．．．：．一一一・一＝：：r：r＝＝一，＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸懸〕＊この集計は、2018年1月〜2022年12月末までに事故報告をされた医療機関への照会に基づき、センターが集計したものである。＊この集計は、　「13．事故報告判断における支援紺状況と支援先の内訳」に記載した「支援を受けた」の支援先の内訳（年別）である。※1）「医療事故調査等支援団体」とは、平成27年8月6日付厚生労働省告示第343号に定められた医学医術に関する学術団体、その他厚生労働大臣が定めた団体から構成される。，’瑳「事故報告判断・おけ・支］魏・、支援団体が38i・÷・　（・3．…）・あ・た．12要約版　医療事故発生報告の状況16．都道府県別医療事故発生報告件数（数値版2−（1）一�F参照）＼（件数）350300250200北海道　　　東北プロツク　ブロック150　　　1361005004954関東信越ブロックiiil輌i■li32657東海北陸プロツク68171651iA近畿プロツク1242015年10月1日〜2022年12月31日までの累計　　　　　　医療事故発生報告件数　2，548件中国四国ブロック　　　　　　　　　　　’　　　　　47　34；竃詰輌2i比詑！九州ブロック49　　41　41・・懸36∫．19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド耀灘崔警讃�f竃i誓輝藁�f灘鷲籠鞭灘自鷲蓬肩簗竃査騨要約版團1都・・・・・・・…J・みた・・…台か・・医蹴発…件・が・・多・・た…東京…326・＃．・・・…県・・7・件…たe17．都道府県別人口100万人あたりの医療事故発生報告件数［1年換算］（数値版参考2−（1）一�F参照）（件数）6．05．35．15．04．03．02．01．00．0　　　締繍�f轟繍ξ鷲騨蕪騨繍璽1難糠ホ「人口100万人あたりの報告件数」とは、医療事故発生報告件数／7、25／人口（「令和3年人口推計」総務省統計局）×100万として算出している（1年換算）．全体z8件／年人口100万人あたりの医療事故発生報告件数（制度開始からの累計）を1年換算した件数は全体でZ8件／年であった。最も多かったのは「宮崎県」の5．3件、「三重県」の5．1件、「京都府」4．7件であった。13要約版　院内調査結果報告の状況18．院内調査結果報告件数の推移（数値版参考3−（1）一�@参照）要約版（件数）12010080604020　0119104104一．959698一899188909586．・・84一83816971746562666567596465424ヨ7■■！10月一已月〜Ω月i3月］　　　　1告7号ご1鵠1号ご智7ξ斤1蘂1�e告・萱贈日富111盲1智7号斤1瞬1ξ倉4雷7雷・号ξ盲1・号斤4�e・ξ盲1監1・�e4雷フ�e喩11睡囲1�O囲囲囲囲露r7件〕［219件］［321件］［361件］［364件］［355件］［ヨ11件］［284件］＊院内調査結果報告件数を四半期ごとに表記している．，、’捲院内調査結果報告は、284件であり、60〜80件台／四半期で推移していた。19．医療事故発生報告件数および院内調査結果報告件数累計の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数値版参考2−（1）一�@一i・参考3−（1）一�@参照）　（件数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．5482，600　　　　　　　　　　・’…　　2，…　　　　　　2’000　・・…　1，600　　　　　　　　　　　　　　　1’400　　　　　　　　　　　　　　　　1，2001，000800600400200　　0　　　　　　国9口�L　　　　　　　　　輌　　　掴　　　国囲　　囲　　　囲　　曜9†：這　1医療事故発生報告件数の累計と院内調査結果報告件数の累計は、ほぼ比例しながら推移しているet14要約版　院内調査結果報告の状況20−1．起因した医療（疑いを含む）の分類別院内調査結果報告件数（数値版3−（2）一�@参照）、《件数）15010050　　2521．50　「　　　　徴　　　　候　　　　　　、　　　　症　　　　状診察　　　　73　7　7．2　8i・7L　I■　■1検　　生　検診　体　　体　体断　検　　検　採穿　査　　査　取剰1検査等13．813■・1・面一「ス．菰害一”‘元像i輸薬　ハ検｝血・　ピ査：‘を注　リ　　pi含射　テils　l　　l　　ン27．2　　i8■・；・・40．7144．3　L　141、28処　A手置　分術　　　娩　　　を　　　含　　　む　　　　治療4．06　　　　0．50　　■　麻　　放　酔　　射　　　　　線　　　　　治　　　　　療　　2016年〜2021年の平均値［321．8件］■2022年［284件］7．811■・劇警ミ、從　用　！」6．8　8　7、0■房養　79・OE■　　■転　　誤倒　　嚥転落その他19，22．82　　3　　エ　　　　　ロロロロ拘患1左！鷲1；劇鞠�`制411　1司l　l約版1＊「起因した医療（疑いを含む）の分類」は、厚生労働省医政局長通知（平成27年5月8日医政発0508第1号）の別添「医療に起因する（疑いを含む）死亡又は死産の考え方」に基づき、2015年　〜2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計したものであるが、2018年1月以降は医療機関から報告された院内調査結果報告の内容に基づき集計している。　＊「左記以外」には、院内感染、突然の心肺停止状態での発見等が合まれ、分類困難だったものである。1●　　エ”　　　・起因した医療（疑いを含む）別に分類した院内調査結果報告件数は、「手術（分娩を含む）」が最も多く141件であり、次いで多かったのは「処置」28件であったe’、．ノ’20−−2．病床規模別「起因した医療（疑いを含む）の分類」の割合（数値版3−（2）一�B参照）診察検査等その他弓　左記以外�P　　　　�@徴候、症状一�A検体検査�B生体検査�C診断穿刺・検体採取�D画像検査�求｡■�D手組分娩を含む）‘　　　　　�F処置ミ．鋼；�G擦注射（紬を含む）　　　　�L療養■　　　　�M転倒・転落　　　　�N誤嚥　　　　�O思者の隔離・　　　　　身体的拘束／身体抑制�H麻酔頓医曳徴届の使用1　　　　　�JIJハピリテーシヨン　　　　　�K放射線治療0床［30件］1〜19床［87件］20〜199床［382件］200〜ヨ99床　［639件］400〜599床　［505件］600床以上［579件］O％10％20％30％40％50％60％70％80％90％i”呑蚤昇筑100％＊「起因した医療（疑いを含む）の分類」は、厚生労働省医政局長通知（平成27年5月8日医政発0508第1号）の別添「医療に起因する（疑いを含む）死亡又は死産の考え方」に基づ言、　2015年〜2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計したものであるが、2018年1月以降は医療機関から報告された院内調査結果報告の内容に基づき集計している．病床規模別の起因した医療の分類は、無床では「投薬・注射（輪血を含む）」が26．7％の割合を占めるが、有床ではいずれも「手術（分娩を含む）」が約半数近い割合を占め、特に1〜19床では、72．4％を「手術（分娩を含む）」が占めた。、15要約版　院内調査結果報告の状況21−1．「手術（分娩を含む）」の内訳（数値版3−（2）一�A参照）要約版（件数）25201510504．2　　　3　　■　肇　術13．320開胸手術21．522開腹手術18．514A筋四骨肢格体系幹手w術19．512腹腔鏡下手術5．2手術胸腔鏡下手術12．8　　12　　2016年〜2021年の平均値［144．3件］■2022年［141件］内そ視の鏡他下の手術21．222経皮的血管内手術9．521その他18．79］　＿分’／含帝娩vむ王iiv切　　開　　術　　　を＊この集計は、「20−1起因した医療（疑いを合む）の分類別院内調査結果報告件教」に記載した「治療」のうち、「手術（分娩を含む）」の内訳である．＊手術は、「平成26年思者調査」（厚圭労働省）の「病院退院票」における手術名に麸つく分類である。＊「その他」には、気菅切問術、CVボート留置術、甲状腺全肩術、頭動脈内膜剥離術等が含まれる。●　　　：’　　t　1°「手術（分娩を合む）」の内訳でL院内調査結果報告件数が最も多かったのは「経皮的血管内手術」と「開腹手術」の22件であった。21−2．病床規模別「手術（分娩を含む）」の内訳の割合（数値版3−（2）一�C参照）0％10％20％30％40％50％60％70％80％90％100％0床［2件］その他1〜19床［63件］20〜199床［156件］200〜399床　［287件］400〜599床　［232件］600床以上L270件」：．●・・麓鍮　9、Q％ご　　　　　　　　　　゜・・．　　　　　、　　　．°：一　　　融的　　Pt”畑ert　　　壌蹄径頗、、晒＝：i6ii　�j．垂掴：緬櫟　lx9・Sk“●．白●・■…　　　　　　　　●・・．》●●・．．．・．．．．．．．．・・・・・・…’’’’’’’”筋骨格系手術（四肢体幹）　　　　　21．2％筋骨格系手術（四肢体幹）　17，1％　　　　　．．…’一■筋骨格系手婿（四肢体幹）　“％　　．．．・・’”・瀞鷲ぱ　モの飽の　■■鏡丁内筏麟」楮慕Tit・thft格系手術（四肢体＃）　9．s　％十　　　　モの釣　　　ユ6％三’tlr−−t−一開頭手術モ仰他貼％＊この集計は、「20−1．起因した医療（疑いを含む）の分頭別院内調査結果報告件数」に記載した「治療」のうち、「手術（分娩を含む）」の内訳である。＊手術は、「平成26年患者調査」（厚生労働省）の「病院退院票」における手術名に基づく分類である。．11　　　§t「手術（分娩を合む）」の内訳で、院内調査結果報告件数が最も多かったのは、1〜19床では「分娩（帝王切開術を含む）」905％、20一ユ99床では「筋骨格系手術（四肢体幹）」2L2％、200〜399床では「開腹手術」18、8％、400−’599床では「腹腔fFt下手術」1＆1％、600床以上では「経皮的血管内手術」18．9％てあった。16要約版　院内鯛査結果報告の状況22．患者死亡から医療事故発生報告および院内調査結果報告までの期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数値版参考3−（1）一�F一i，ii参照）eeet死亡から院内調査結果　　　　報告までの期間（中央値）（日数）40035030025020015010050芦、．．瞬　　　　　　　　　　　　　　・・・〆2　　ew死亡から医療事故発生　　　　　　≡a昔までの期間（中央値）：387　　　　　340339339．　31Sl　l69一護蹴結顯告、醐一｜中央値3601平均値4615最　短34i最長2，007医療事故発生報告から院内調査結果報告〔日数）　●死亡から　　蜘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊1か月を30日として集計している。要約版●　　：t　　，　　・死亡から医療事故の判断に要した日数の中R値は35日、医療事故発生報告から院内調査結果報告までに要した日数（院内調査♪の中央値は275日であった。また、死亡から院円調査結果報告までに要した日数の甲央値は360日であった。23．院内調査結果報告までに要した期間とその理由（数値版参考3−（1）一�E参照）（重複計上）＊2022年1月〜12月末時点において、院内調査結果報告284件のうち、医療事故発生報告から院内調査結果報告までに1年6か月以上要した57件について集計している。＊この集計は、医療機関への照会に基づきセンターが集計したものである。●　’　　院内調査結果報告までに時間を要した理由は「報告書の作成に時間を要している」が34件で最も多かった。次いで「委員会開催の日程調整に時間を要’，’i　・　　している」が25件、「コロナ対応のため時間を要している」が24件であった。17要約版要約版　院内調査結果報告の状況24−1．國［284件］繍爾0解剖の実施状況（数値版3−（3）一�@参照）50100　　｝　●：　　35　［364件］　　．　：：　ヨ6　　‘　　言　21牛t’繊　解剖・実施微は・院内離茅課報告があ・た284f牛・うち94イ牛であ・た．24−2．解剖実施ありの内訳（数値版3−（3）一�@参照）　　　　　0　　　　10　　　　20　　　　30　　　　40　　　　50　　　　60150　　　　　　　200　　　　　　　250奉し鱒師2鰯　　　　　　1．K　　　生96帆。噛］　　　　　　　暮8［6阜4蜘　　　　　　　　　224［615％］　　　　　　　　　lWl　匡op．　．1％1　　　　　螂E斑碗］　　　　　　　　　　　　　　　（件数）　300　　　　　　　350　　　　　　　400不明2［0．7％］　　屑・・…％・　　　’’’”t’’’’’”t．t、，　　　　　　　　；・・…％・　　　　　　　　　　1・…％・解剖実施あり囲［94件］、！。：■■■■■睡■■■■■コ　　　1、1・・■■■■■■國國■■■■■噛、難■■■■■■■國■■■■■■コ1、■■■■■■■国INN■■■■■■自鴨　　　　　　　　…19・・匿＊「死因身元調査解剖」とは、2013年4月1日施行「警察等が取リ扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律」に基づく解剖であるLt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件数）70　　　　80　　　　90　　　　100　　　110　　　120　　　130　　　140　　　ユ50　　　　　　　　　　行政解剖1［1．ユ％］　　司法解剖　　23［24．5％］　　　．　　　　　　　　　＼死因身元調査解剖　　　　　　　　v．　　　1［1．1％］　　　�`・一一．　　　　　百t−　　　　　　　　　23［20．9％］　　　　　2［1．8％］一■t−‘一一■一一…t．　　　　””V”｛1”“＿，ttiltlitli“−ttld＿−t−tt−1　　　　　　　　　　　　　　　29［22・・％］1・［…％］　　　　　　　　　　　　し三：遇％］＼鷹竺％・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・3・・6・・％・｜・・…％・　　　　　　　　　　　　　　　�l竺睡・　　　1．4％］　　3［4．1％］t3●懇　酬実施あり94件の噺ま、薙瀦］が69件で、司法nc：i」は23件、行政Ptai」は1件、死因身元調査網」は・件であ。た．18要約版　院内調査結果報告の状況25．死亡時画像診断（Ai）の実施状況（数値版3−（3）一�A参照）顯050100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ、ue■■■国函■R．，1．．．ll・■■NES■■■　ヨ55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：IiL・・：・■■■甦■■■ヨi簑■■■鉋鉋■ゴ　36ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘1・v・・：■■■国國■■ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．・…’’”　321−■■麺■■ユ19件＊「実施あリ」は、医療機関が死亡直前に撮影したCTをNと判断したものも含んでいる．　e習τ1）　；　s7　150　　．200　　　250　　　　　注旗�d　　　　実施糺1剛ユ捌　　　　　　一’1魎熟］　∵x一　　　　　　　　　　　　テ　　　　　　　　　　　　　　バさ　　　　マロ　　　　　　七　　　’孝nt畑魁　　　　　　　　　　　　⇒一　　為　　　　二，　　幽「．L　　　◆　，．1　　’．：　　、三塑鼻魂二．　コ　　ロ　　　　　　　　　　　　　ぜ　　ココ　ロ　　コ　　　　　ハ　　　　　　　　　　．．苑当邸編輪’　　　　　　　　　2血t砿碑」　　．、．、幽｝．碑．2瑚　　　　　・●．　　　−9．　　　．：．二　　　L輪ムー・一＿＿参　300　　　　　350不明8［2。8％］、竃�k�`纐・・醐一‘“ξパぷ・こ，、．　l　　t　　　　：’　i　　−＿・一．�`。ぽぷ1．一．，』；［…％］（件数）400貝…2・・％・　　1・［・・％］1・［・・％］26．解剖とAiの実施状況の内訳（数値版3−（3）一�B参照）ノ0［284件］　1　　：311　‘1‡355　t　．：364　1　：：361　‘　　；321　●　・，219　0　　；’”　　　，．50100150．・．　　　　　　　　　　　　　　ti　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●　　　”・�`　　　　　�`　　　　　　　　”　　　　　．・・θ　　　　　　　　　、．　　　　　　　■　　　　　　：　　　　．・72　40．4　　　　　　：　38　213　　　　：　　　　　　68　38．2　　　　　　’”．　　　　　　’”…．．　　　　　　　　1　　　：　°．83　40．196　　　　　　　　：　　　　48　　232％］　　：　　　　　　　　76●：　　　　．，　　5s　26．4　　　　：1　　　・：・．　　5526．896　　　　200　　　　　　　　250　　　　　　　300　　　　　　　350−trl＝’？i’f”f三’−1　　　・・’1一ニー”h；ij’　　　　　　　　　　　　　　　　rAl　類なし拠鵬磁ユ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　翠“i”，一桔三一∋一一・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のロi・II：三攣璽：三ヨ≡＿．。。，％　二二…二縫塾…∵∴工気，L−一芋ロー三こ謡一一∋．．．．．，．．．．・・・・・・・・…’’’’’’’’’”　　　　　　　　些］　裾　　、　　　　　　エ　　　　　　　　　　　治　　，．弓「　　　　�H三コ．，M：．．”：：．・∴謬　　　　　　　　　‘．・42　3Xl％　　：3225．2　　：　　　53　41．油1…職礪3wz＊解剖およびAiの実施状況が不明なものは、「実施なし」として集計している。　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（件数）400　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　l19要約版要約版　院内調査結果報告の状況27．病床規模別病理解剖およびAiの実施件数（数値版参考3−（3）一�@・参考3−（3）一�A参照）要約版病理解剖（件数）140120100806040200　　8　　　　40　　1523　　⊥匡量�n芦台27卿報告施設477件（74．2％）　他施設　　166件（25．8％）152　　2開2藩羅笛�a�a鶯�a（病床数）＊病理解剖か実施されたものについて集計している。Ai〔件数）ユ40120100806040200　　4∂　　　N2ヨ　11⊥画■報告施設　703件（89．9％）　他施設　　79件（10．1％）11　31胴鴇�f菅�n蠕麓蹄　　　　　　　　（病床数）＊Aiが実施されたものについて集計している。病理解剖の実施は643件で、最も多かったのは「400〜499床」の115件であった。199床以下の施設では、他施設での解剖実施が多かった。1”1．　Alの実施は782件で、最も多かったのは「300〜399床」の124件A　　　　　であった。全体の89．9％が報告施設で実施していた。28．起因した医療（疑いを含む）の分類別解剖実施の割合（数値版3−（3）�C参照）■病理解剖0％10％司法解剖■行政解剖死因身元調査解剖実施なしコ不明20％　　　　　30％　　　　　40％　　　　　50％　　　　　60％　　　　　70％　　　　　80％　　　　　90％　　　　100％診徴候、症状検査等　　　　検体検査　　　　生体検査診断穿刺・検体採取　　　　画像検査　　　　　…％・・8倖・撒］一竪1こ『−■■■一■■■踊　　　　　投薬注射　　　　（輸血を含む）　リハビリテ　ション　　　　　　　処置治　　　　　　　　手術療　　　（分娩を含む）　　　　　　　麻酔　　　　放射線治療　　　医療機器の使用16．7％　［1件］鞘　　　　　．　　　・・．∴．’　．．三．、．．‘・．．・一一ρ＝1ぐ≡匙竺三矩茎　　　　　　．一’．．一＝＝・二1，、：，『，ご’ご、，．一＝tSp＝i三±＿　・二　、．⊃ご三�d1了1：’〇三∵・li　．1．．，，1；．一遜麟■≡蘂　　’三1・�e二：ズ：�nジニ　　　　　．．　一恥覇：Tll二　　　，一．ξ詮三ピ麹　　呼含二∴　　　　　　ぷヘ　　　コ　ずリ　マら　　　　　　べざ　　ニてひダぶロ　”：・　　＿i　　：・＼玉．　　ピ桓答・・舷‘　　　＋t、　♂vt−．’・・　　　　　　　　　　　　　　＿i　　　　　　　　　　　　　　　　　齪覇その他　　　　療養　　転倒・転落　　　　誤嚥隔離・身体拘束　傷体抑制上記以外川�S1・：！；三み．＝三竺、≡≒＝・4ε覇　　　　　　　．、2ご・、　ご己欄■囲重■■15．5％［9件］　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿一．置：■踊　　　26．5％［13件］　　　　i　　　　　　　　　　　−⇔一へ．．”v、＿一，，LL＿＿＿一＝一二＿＝一一＝．，．＿」，■‘烙■描　18．4％［9件］　r−∈手．手言飛｝と写う・年畳ご球　　　　　　　　　　．・二≡智理置烙9・・％［・件竃、。，｝i　”i．ニー�d”／t’∵1−・混で≡三“一　　　　　　　▼＾’、　・e｛as　　　　　　　　　　　　42．1％［8件］　　　　　　　　一鵠蔚f”一’FJ’f，，iitil・’．・1：．’▼∵’　　∵■■■δ覇　　　　　　　　　　　　　磯L、蜘件］一二　　元二三　＾一一一．　・』罐※1）　「上記以外」には、院内感染、突然の心肺序止状態での発見等が含まれ、分類困難だったものである。報告件数　154　11　51　51　96　181　　6　2741ρ10　30　　3　58　49　49　61　19　119・・，・1起因した医療擬・・を含む）の分類別解音1］銚の：・1合は、鯉解剖は≡蜥穿刺・検体採耳・カ・49．・％C25件）、tI　　l42．1％（8件）であった。司法解剖は隔離・身体拘束／身体抑制が20要約版　院内調査結果報告の状況29．院内調査委員会に　　　　　　0％　　　　　　10％　　　　　　20％［284件］　1　　儒　311撒、‖鞭　341：吉蓼、§おける外部委員の参加状況（数値版3−（4）一�C参照）30％40％　　　50％60％　　　　　70％　　　　　80％90％100％し　1、議　t緒ゴi・・！S1灘茸・磯・�i丁蒜　　　　　　＊委員会の設置がなかったものを除いて集計している。　▼’／◆°2i一露〜＝滅1，w《　　　　　　　　t碧一ur，VJ’−XTm　、；パ、院内調査委員会の開催があった284件のうち、外部委員の参加があったのは90，1％（256件）であった。そのうち参加人数は「2人」が32．8％と最も高く、次いで「3人」が20．7％であった。30．再発防止策の記載状況（数値版3−（5）一�@参照）0％　　　　10％　　　　20％　　　　30％［284件］1　　：3111●・355‘°■364¢：：361‘　　：321●．；219●　　　：　　，　　　・40％50％60％70％80％90％　　　100％「防止策なし」と記載あり32％［9件］　．■・■■■■■■■■■國躍■■■■■■■■■麟！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．…”　　．・・’■■■■■■■■踵國■■■■■■■■�f＊「記載なし」とは、院内調査結果報告声に再発防止策の記載がなかったものである。’．†記載なし」．　2．8％　［8件］1　1．0％［3件］　2．3％［8件］　2、5％［9件］　3．3％［12件］　1．6％［5件］　4．6％［10件］ノ21要約版要約版　院内調査結果報告の状況要約版31．院内調査結果報告書のページ数（数値版3−（7）一�@参照）　　　　　　　　　　■1〜3ページ　■4〜6ページ　■7〜9ページ　■1・〜12ページX13〜15ページ　　　　　蜘6〜18ページZ19〜21ページ0％　　　　　　　10％　　　　　　20％　　　　　　30％　　　　　　40％［284件］22〜24ページ　s’di　25ページ以上50％　　　　　　　60％　　　　　　　70％　　　　　　　80％　　　　　　　90％　　　　　　100％　「　　　　　P’s鴇鍛［答件J，、●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・．　　　　　　‘　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TS　　l：願1鴎陛鴫口圏■頂証劉■願騨踵恩顯彊頁鵬ピ厨幽貝ぽ■■鴎騨鱒探繋　361　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’”・・”・．．．．幾s＊院内調査結果報告書の表紙、目次、添付資料などを除いたページ数をセンターが集計したものである。　●　　°tsTi：−1圃晶騰1，　　繕齢醐摩跡　　麟要　　　　占細巨戸、（、　「　s　“！　　lぷ，へ453％ぽ巧件］lE繊■　　　　　　　　　　’■　　　　　　　　　　・●　　　　　　　　　　・■　　　　　　　　　　．　■　　　　　　　　　　．　■　　　　　　　　　．　　　■　　　　　　　　　　．　　　　　■　　　　　　　　　　◆　　・　　　　　　　　　　●　　■　　　　　　　　　　●　　　　　●　　　　　　　　　　■　　　　　●　　　　　　　　　　■　　　・　　　　　　　　　　■�`・一．，一＿！　　　：　　”・・．�`・．＞L　　　　　　　口民竈　　　　　1　　　　．　　．　：　　　　　・三　　　　1ユ熾…．◆　　�`．陥’ゆ旬22要約版　センター調査の状況32．センター調査対象件数と依頼者の内訳（数値版4−（1）一�@�A参照）1三センター調査対象件数　　　　　　　　院内調査結果報告件数（累計）21222件センター調査対象件数　　　　9．1％　　　［203件］／！1＼　＼婁〆＼ノノ＼’＼＼＼　　　　　　　　　h．　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　v　　　　　　　　　〜　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　センター調査依頼なし　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90．9％　　　　　　ノ　　　　［2，019件］　　　／　　　　　　　　　　　／＼＼〜／／，一　11依頼者の内訳05　　　　　　〆唖吻【33件〕　　　　’…．．［27f牛］　　　　　　　　・令［33件］��［・・｝・％］［23件］唖　7［・7．9％］［39件］［19件］1015202530��・［・s，・％］口■■■罐画醒■■■■■��4［nnsc）一■■■■■固囲■■■■■■■35（件数）40　　　　　　　一一一‘e‘”■■■■■■■■■■■■■圃・・・…％・■■■■■要約版＊2015年10月〜12月はセンター調査の依頼は0件であった。　■or；：　　’　，1：　　23

